
住民監査請求監査結果報告書

―政務調査費の返還請求
一

(平成22年 11月 25日 受付)

五篠市監査委員
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欝 請求の買付

請求人

五篠市

詩求審の提出日

平成 22年 11月 25日

3 請 求の要旨

平成 21年 度における政務調査☆が、逮法に支出されたから、その支給標の返避を求

める。

該当する議員 12人 、返避を求める総額の合計は、 1, 384, 761円
ム

( 1 ) 山田澄雄議員 計 1 7 9 , 4 4 0 円

〇 調 査りF究費

二五J詩熊野市 (観光行政祝奈)5月 4日 ～ 5月 5日

綾都市 (グラン ドゴルフ視祭)5月 12日 ～ 5月 1

二重県尾鷲市 (観光行政視察)7月 20日 ～ 7月 2

静岡県営士宮市 (大型酪農の視察)

1 2 月1 9 日～ 1 2 月

和歌出県勝柿町 (観光行政) 1月 10日 ～ 1月 1

5円

1 9 日～ 8 月 2 0 日

交通費 15,760円

宿泊費 13,000円

交通費  5,020円

宿泊数 13,000円

交通費 12,980円

宿泊費 13,000円

日 交 通費 23ァ280円

宿泊費 13,000円

父迎費 19,400円

宿泊費 ユ3,000円

変遜空 36,240円

宿泊費 13,000円

日

　

　

日

３

　

　

１

０

　

　

日

２

　

　

１

② 資 料購入投

鎌青機

電子辞善

2 1 , 0 0 0 円

2 3 , 0 0 0 円

(2)山 田由比己議員 F3fl19, 06

① 調 査研究賞

埼玉川越市 (まらなみ視架)8月

② 事 務所費

リース代 (ヨピー機)

(3)益 四吉博議員 針 75,

６

　

　

６

9 , 8 2 5 円

0 0 円
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( 1 3 9 , 6 5 0円 の 2分 の 1,)



① 事 務所☆

リース代 (コピー機) 75, 600円 (151, 200円 の 2分 の 1)

(4)北 山和生議員 予‖
・167, 110円

① 調 査研究安

福岡J誌うきは市 (グメーンツージズムと吉井の町並みについて)

7月 19日 ～ 7月 20日    交 通費 35,400円

宿泊賞 13,000円

佐賀県麗島市 (備前浜宿の町並みの祝察)

7月 25日 ～ 7月 26日    交 通費 37,240円

宿泊投 13,000円

樽島県矢祭町 (合併しない宜言、財政問順と市民感情調査)

2月 2日 ～ 2月 4日      交 通費 42,470円

宿泊費 26,000円

(5)激 本英夫議員 計 18, 000円

① 事 務所費

リース代 (コピー機)18, 000円 (36, 000円 の 2分 の 1)

(6)西 尾彦和識員 計|'37, 800円

① 事 務所費

リース代 (ヨピー機)37, 800円 (75, 600円 の 2分 の 1)

(7)樫 塚凱
~離 員 計 127, 200円

① 研 究研修賞  会 費 (新生なら研究会負担金) 60, 000田

○ 資 料作成費

リース代 (パノヨン)67, 200円 (134, 400円 の 2分 の 1)

(3)土 井熊嗣議員 計 67, 350円

① 研 究研修費 会 賞 (新生なら研究会負担金) 60, 000円

② 資 料購入☆ 住 宅地図 7, 350円 (14, 700阿 )

(9)寺 本保英議員 計 80, 000円

③ 粉 F究綱F修史 会 史 (新生なら研究会負担金)  60, 000円

会挫 (奈良ヒュ
ーライン散員酎) 20, 000円

(10)峯林宏政離貝 計 116, 870円

① 調 査研究費

裾岡県うきは市 (グリ
ーンツ;リ ズムと吉井の町並みについて)
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7月 19日 ～ 7月 20日    交 通費 35,400円

、      宿 泊費 13,000円

編島県矢祭町 (合併しない宣言、財政問題と市民感情調査)

2月 2日 ～2月 4日     交 通費 42,470円

循泊費 26,000日

(11)花谷昭典識貝 計 1lS, 066円

① 調 査りF究☆

福岡県うきは市 (グリーンツ
ータズムと吉井の町並みについて)

7月 19日 ～ 7月 20日    交 通費 35,400円

宿泊☆ 13,000円

② 事 務所承  52, 656円 (105, 312円 の 2分 の 1)

リース代 (ユピ
ー機)17, 010円 (34ァ 020円 の 2分 の 1)

(12)山本/A和議員 計 278, 260円

① 調 査研究費

茨城県笠岡市 (農業総合センタ
ー園芸研究所)

4月 9日 ～4月 10日   交 通費 32,160円

宿泊費 13,000円

広島県福山市 (加工野菜の製造 ・販売について)

7月 22日 ～ 7月 23日    交 通費 17,940円

宿泊費 13,000円

福岡県守i倉市 (ネギ育成 ,llT売の視祭)

3月 5日 ～ 8月 6日    交 通費 30,880円

宿泊費 13,000阿

愛知県弥宙市 (ネギ育成方法の視察)

9月 1日 ～ 9月 3口   交 通費  7)780円

宿泊費 13,000円

岐単県可児市 (ネギ育成方法の視祭)

9月 4日 ～9月 5日   交 通挫 10,440円

宿泊賞 13,000円

帝森県」A人 甲田 (ネギ育成
・販売等の視察)

10月 12日 ～ 10月 13日   交 通投 79,860円

宿泊費 18,000円

愛知県名古屋市 (加工野菜の製造
・販ダこについて)

11月 12周 ～ 11月 13日   交 通費  8ぅ200円

宿泊賞 13,000円

( 以上、原ズのまま掲織 )
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4 監 査委員の除斥

花谷昭典監盗委員は、本件監査計求の対象とされた政務調査費の変付を受けているの

で、利害関係人となるため、地方白治法 (昭和 22年 法律第 67号 。以下 「白冶法」と

いう。)第 199条 の 2の規定により除斥とした。

5 請 求の要件審査

平成 22年 1孔 月 25日 付けで請求のあった本件監査請求は、自治法第 242条 第 1,

項及び第 2項 の要件を具備していると認め、同月 30日 受理した。

第2 賢 査の実施

1 監 査の対象事項

平成 21年 度の政務調査費のうち、詩求人が 「逮法に支問された」とされる5人 の現

議員と7人 の前前員 (以下 「離員Jと いう。)カミ、関係法令などに照らして違法
'不当

な文出であるかどうかを監査の対象とした。

2 熊 査の対象部局

議会事務局及び出納室

3 請 求人の陳述等

由治法第 242条 第 6項 の規定に基づき、平成 22年 12月 7日 に、監統委員事務局

において討求人に陳述及び追加の証拠導類の提出をする機会を設けたところ、追加の話

拠書類の」tt出はなく、請求の要旨等を朴足することもなかった。

請求者の思いとして、「財政難の中にあって、税金を無駄に使ってほしくない。」また

「支綸方法として栄紋を元に事後支給を走井、検討駁いたい。」旨の意見があ
つた。

なお、その陳、関係職員として議会群務局長、同次長、同主任を立ち合わせた。

4 詩 求書の訂正

譜求人の陳述時において、監査委員から計求の要旨に以下の誤 りがある
ことを捕摘し

た。

(1)山 田澄雄議員に係る 「②資料R持入投 (録音機)21ン  0° °円の文給を受け
てい

る旨の記職があるが、正しくは 14, 500円 である。」こと。

(2)山 田出比己議員に係る 「②事務所安 (リ
ース代)■ 39, 650円 の支給を受け

ている旨の記載があるが、平成 20年 度分と誰員任期油了後の 12月 分が含ま
れて

おり、正 しくは 111, 720円 である。」こと。

(3)北 山和生議員に係る 「①調査研究費 (福島県矢祭町
への旅費)68,470円 の

支給を受けている旨の記載があるが、平成 20年 度分である。」こと。

(4)峯 林宏政議員に係る 「①調査わF究費 (福島県矢祭町
への旅費)68,470円 の
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支給を受けている旨の記職があるが、平成 20年 度分である。」こと。

(5)山 本久和議員に係る「計 278,260円 の文給を受けている旨の記載があるが、

正 しくは240, 0001判 である。」こと。

以上について、請求人は濃記載を認め了承した。

5 関 係職員に対する聴取等

自治法第 242条 第 7項 の規定に基づき、平成 22年 12月 7日 に議会事務局長、同

次長、同主任から陳述の聴政を行ったところ、次のような趣旨の陳述があつた。

(1)政 務調査賞の支出の確認について

政務調査費lr■、年度当初において全額を申請があつた各識員に支給し、翌年の4

月 30日 までに収支報告書を提出、精算を行つている。収支報告市の内容について

は、関係法令や市議会が 「政務調査費の使途の基本的な考え方Jを まとめた 「政務

調査費の手引き」に基づき
一旦、受理する議会事務局において、提出すべき書類に

不備がないか、使途基準に沿つた文出が行われているかなどについて、事務的な称

認を行つている。

なお、平成 21年 度分については、識員の任期が満T(11月 30日 )す る年に

当たり、条例に基づき、改選前の議員には平成 21年 再,2月 80日 までに、また改

選後の議員には平成 22年 4月 30日 までに提出された収支報告辞について、事務

的な確認を行つた。

(2)政 務調査費の棋途について

政務調査挫は、散員の調査活動基盤の充実強化を図るという観点から設けられた

という法の趣旨から、議員の自主性を損なわないよう配慮す
べきものであり、議員

が行 う調査研究活動などは 「明稚な違法1土や不当性があるものJを 除き、関係様令

などの使途基準に反していない限り適正な支出であると考える。

6 関 係人の意見聴取

本件の該当議員 12名 に対し、平成 23年 1月 11円 及び 12日 の両ロギ意見聴
取を

行つた。出席者は 1,0名であり、意見の要旨は次のとお りである。

(1)調 査初F究費に係る旅費について

o パ ンフレントやインタ
ーネットなどで見ると、良い部分が強調されていて、本

当の姿が見えない。現地へ行くことにより、悪い部分や失敗談なども田け、実像

が見えてきて、本市の事業との比暖や進め方の良し惑しが良くわかる。

O 視 第研修後の報告は適正に行つており、また研修先での無駄な経賞の請求
はじ

ていない。

O 視 察先については、散員の自主性を球五する
べきである。

○ 視 祭先の事業について、本市でも取り組めないか関係者に4WJきかけ
を行つてい

る。

(2)資 料lllF入費に係る機器類等について

〇 電 子辞群などは、摘求ができると問いていた。敵かに政務調査関係
だけに使つ
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ているわけではない。

○ 確 かに選挙活動にも使っているが、地域住民の意見を聞くことや要望事項の確

認などに使つている。住宅地図,■4年 に
一度 しか購入 していない。

(3)事 務所費の機器類リース料及び事務所の賃借料について

〇 備 品船入は該当しないが、リースであれば請求できると剛いていた。

○ 独 立した事務所で住居と別になっており、他の目的には使っていないので、全

額認められるはずだ。

〇 事 務所は住居から即れており独立しているため、他の目的には使用することが

猪んど無いことから、貸借料は全額認められるべさと思う.コ ピ
ー機のリース標|

も同じである。

○ 碓 かに他の用途でも使用 している事務所にヨピ
ー機等のリース機器があれば、

家族などが使用 していることもあるので、接分が必要だと思う。

○ 地 域の背から頼まれて、リ
ースのパソコンを使 うこともあることから、抜分も

理角再できる。

(4)研 究職じ費に係る団体会費について

〇 主 学する団体から御訪があつて、政務調査費に該当するからと開いていた。他

の市町村等の講員も、請求 しているとPfTいている。

(5)そ の他

○ 監 査結果により、返還すべきとの判断がされれば自主返避する。

O 決 して不正請求はしていない。

○ 議 員間で話 し合い、詳細な使途基準を策定すればいい。

第3 監 益の結果

1 事 実関係の確認

(1)政 務調査費制度の概要

① 沿 荘

従来は、法的根拠や基準もなく内規等で補助金として交付されていた711が多か
つた

が、地方分権の進展に伴い、地方議会が担う役割がますます重要になつていることを

背景に、地方議員の調益活動の本盤強化や充実により審議能力を高めて
いくことで、

地方議会の活性化を図るため白治法の改正により、平成 13年 4月 に施行されたも
の

である。

③ 自 治法の規定

自治法第 100条 第 14項 において、「普通地方公共団体は、条例の定めると
ころ

により、その議会の議員の調査研究に資するため必要な経費の
一部として、その議会

における会派又は議員に対し、政務調査賞を変付することができる。こ
の場合におい

て、当該政務調査費の変付対象、額及び交付の方法は、条fpllで定めなければなら
ない。」

と規定され、同条第 ■5項 では、「前項の政務調査費の交付を受けた会派又は講賞
は、

- 6 コ



条例の定めるところにより、当骸政務調査費に係る収入及び文出の報告書を敵長に提

出するものとする。」と規定されている。

③ 条 例等の制定

ア 自 治法の規定を受けて、本市においては、平成 13年 3月 に 「工篠市誰会離員

に対する政務調査費の交付に関する条例 (平成 13年 3月 五篠市条例第 1号。以

下 「条例」という。)」を制定し、同午 4月 から施行 したものである。なお、本市

においては、当初から交付対象は議員とし、月額 30,000円 を上限としてい

る。

イ 詳 細の報告の様式、提出の期回等の手続きについて、買に使途基準は 「五篠市

誰会議員に対する政務調査数の交付に関する規lll(平成 13年 3月 五篠市規則第

2号 。以下 「規則」という。)を 制定し施行 している。

④ 交 付手続等

ア 政 務諏査費の変付を受けようとする議員は、条911第4条 第 5項 の規定に基づき、

毎年度規貝U第 3条 に定める様式第 1号 により市長に詩求する。

イ 岐 務調査費の交付を受けた議員は、条例舛 6条 第 1項 の規定に基づき、収支報

告書を規貝J第4条 第 1項 に定める様式第 2号 により作成 し、期 日までに議長にFAL

出しなければならない。

シ 識 長は、満貝から提出のあつた収支報告書の写しを市長に送付する。

工 政 務訓益費の交付を受けた講員は、当該年度中の政務調査活動に要した経費が

交付額に満たない場合は、条例第 7条 の規定により、その差額分に係る金額を返

避 し、精算 しなければならない。

オ 議 員は、親Rll第5条 により、会討JllF簿を調整 し、領収書等の証拠書類を整理し、

これらの書類を当該政務謝査費に係る収支報告書の提出期限の日から起舛して

5年 を経過する日まで保管しなければならない。

力 そ の他、五篠市議会が作成 した 「政務調査費の手引き」に基づき手続き等を行

っている。

① 役 途基準

政務調査☆は、条例第2朱に 「議会における活動に開する制査又は研究の費用に

充てなければならない。」と規定しており、使途基準は規則第 2条 (Pll表)に 従つ

て使用するものとするものとされている。

別装 (規貝J第 2条 関係)

項  目 内 容

研究研修賞

識員が研究会、研修会を,]催するために必要な経費又は前賞が他の団体の

開催する粉F究会、初F修会に参加するために要する経費

(会場費、誰掛丁識寸金、出席者負担金
,会費、交通費 ,宿泊費等)

調益旅費
議員の行 う調査研究活動のために必要な先進地調査又は現地調査に要する

紐賞 (交通☆、宿泊費等)

資労斗作成費
織員の行 う調査研究活動のために必要な資料の作成に要する縦賞

(印用い製本代、翻訳料、事務機器船入、リ
ース代等)
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資ガ母限静入費
議員の行う調査切1究播助のために必要な凶答、資料などの鵬入に援する緑

費

広報☆
議員の調査研究活動、前会活動及び市の政策について住民に報告し、PR

するために要する経費

広聴費
謡員が住民からの市政に対する要望、意見を吸収するための会能などに要

する経費     (会 場輩、印刷殺、茶栗子代等)

人件費 誰員の行う調査研究活動を補助する職員を雇用する経費

事務所費
議員の行う調査研究活動のために必要な事務所の設置、管理に要する経批

(事務所の賃借料、維持管理‐A2、付‖品 ・卒務機器肺入、リ
ース代等)

その他の経費 上記以外の経費で講貴の行う調査研究活動に必要な経費

また、市議会として 「政務制査費の手引き」には、4A途基準の運用精念|口、項目別

の政務調査費充当指針、政務制査費の充当が不適当な経費例、平成 17年 12月 に

「政務調査費の使途の基本的な考え方」について、議会運営委員会で脇謡した結果

など掲載されてお り、各議員に阻布されている。

(2)条 例に基づく平成 21年 度政務調査費の交付について

議員は、条例第 5条 第 5項 の規定に基づき、平成 2■ 年 4月 1口付けで政務調査

費交付請求書を市長に提出されている。ただし、通常の年は 12か 月の請求となる

が、議員の任期が 11月 30日 となっており、 8か 月分の請求となつている。

請求に従い会計管理者は 18人 の議員
一人当たり240, 000円 、総額 4, 3

20, 000円 を4月 23日 に議員の各口座に振り込んだ。

12月 には議員から政務調査費収支報告争の提出を受け、精算処理を行い残価が

ある場合は戻入を行っている。

改選後、 15名 のうち 13名 の誰員が、12月 に4か 月分の政務調査費変付請求

辞を市長に提出し、上記同様、識員
一人当たり120,000日 、総額 1,500,

000円 が支払われた。その後、条例第6条 第 2項 により、4月 30日 までに識

長に政務調査費収支報告書の提出し、梢算を行い残額がある場合は戻入をして
いる。

なお、政務調査費収支報告書の内容が政務調査費の使途基準に沿つているか議会

事務局において、事務的な推認を行つている。更に、出納室においても会計規則に

より審査を行つている。

判断

(1)判 断基準について

O 本 市の政務調査費の交付が、自治法に創設された趣旨に合致 し、関係法令に照

らして適正であり、市議会において作成された 「政務調査費の手引きJの 使途基

準との整合性が図られているか。

② 本 来政務調査賞をどのように活用するか、各散員の自律的判断に委ねら
れるも

のである。しかし、関係法令においては収支報告書の提出を義務付け、会計
lllR締

の整理や領収春等の支出を明らかにする書類の整理、保管を義務付け
ていること
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から、それらのことがなされているか。

① 各 裁判所の判例や各市の監益結果との既合性はどうか。

監査結果

(1)総 情

① 調 益研究費に係る旅費

条例等に特段の定めはないが、市議会が作成 した 「政務調査☆の手,|き」の

「(3)交 通投 口宿泊費等の考え方」に掲載されているのは 「五1無十ド議会の議員

の報酬及び費用弁償等に開する条例Jを 基準に算出するとしており、本件譜求神

にある譜求理由の具体的な達法性 (以下、「選法」という。)に はあたらず、定額

給付であれば領収挙の添付が必要とは言えない。

また、本件討求器に 「私的観光のlAll面が続える」とあるが、政務調査記録簿を

確認 したところ、目的の行政机察を行つており連法とは昔えない。

② 資 料R静入賞に係る機器類等

録音機については、市民の声や政務調査活動の際、記録用として活用 し‖T政に

反映させていると同時に私的な識員活勁にも使われていると推認されるので、本

件討求帯には 「使途基準に合致 しない」とされているが 2分 の 1に 接分し
一部を

認める。
一方、電子辞書については、各種調査活動報告書や議会の質問文書作成、広報

文挙の作成などに活用し市政に反映させていると同時に、私的な議員活助にも使

われていると推認されるので、本件譜☆春には 「使途基準に合設しないJと され

ているが 2分 の■に核分し
一部を認める。

次に、住宅地図については、政務調査として市内の道路や施設年を地提し、開

係前茶の審議、陳情等の現地調査に必要であると認めるが、私的な議員活動にも

使用することが推認されるので、本件請求器にある2分 の 1に 接分することを認

める。

③ 事 務所投の機器類リ
ース料及び事務所賞借料

機器類のリース料については、政務調査活動以外に私的な誰員活動等に使用

されていると推認されるので、本件請求書にある2分 1に核分することを認める。

事務所貨借料については、住居から独立した事務所であることから、他
の目的

に使用される頻度が少ないと判断し 「2分 1に 按分す
べき」との船求に対し、尋

分の 2に 抜分し
一部を認める。

④ 研 究研修☆に係る団体等の会賞

団体等の会控については、その会の設立の趣旨や 目的、会員がそ
こに参加する

ことによつて政策の立条など市政に反映できるかなど、使途基準等に照ら
して判

断 した。本件F青求書には 磯 途基準に合致しない」としているが、
二団体ともに
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2分 の 1に 接分し一Y馬を認める。

(2)御 告

請求人の返還請求には監査の結果、一部理由があると認め次のと摘り柳告する。

① 平 成 21年 度に12名 に変付した政務調査費 (別紙 「交付額支出状況等明細

書」のとお り)の うち、 9名 に対し合計432, 674円 について、返還のた

めの必要な措置を計 じること。

② 措 置の期限は、平成 23年 3月 31日 までとし、自治法第 242条 第 9取 の

規定に基づき、期限までに措置を識じ、そのときはその旨を本職まで通知され

たい。

監査委員の音兄

(1)は じめに

本件の政務調査費制度の創設の趣旨については、前述 したとおりであるが、全国

的に政務調査費に係る住民監査討求が提起されているところから、法令逮反や不当

な支出があると見られていることが伺える。また使途基準の曖昧さも不洒切な使途

の要因の一つとも考えられる。

本市の使途状況について陀査したが、法令等に照らして著しく不適切な使途はな

く、概ね適正に冒普求し、それに対する議会事務局の事務的な確認も適切に行われて

いた。しかし使途基準の考え方についての裁判所の判例や各市の監査結果等をとに

絡合的に判断 した結果、監査委員として使途基準の考え方に若子の相達が見受けら

れ、結果として
一部不適切な文出であると判断した。

(2)今 後の政務調査費のあり方

本市議会自ら 「政務調査費の手引き」を作成 し、不適切な譜求がないように心掛

けていることが伺えるが、もう
一歩踏み込んで、全体的に使途基準の明Trd化等を図

る努力を希望する。具体的には次のようなものが考えられる。

① 使 途基準に関する規則等の整棚

・事務所費等の按分率の明確化を図る。

・調査研究☆の旅☆のうち、宿泊費は英☆とし、領収書の添付を義務付ける。

,備品の購入についての考え方の整理を図る。

・後払いの方法について検討する。

② 政 務調査費の支出のよリ
ー層のあり]化を陪|る。

(3)む すび

政務調査費は、識会の活性化、播識陀力の向上、議員の政策立楽年に資するた
め

前J度化されたものである。この術」度を有効に活用し
「地域の活性化や安心して住め

る市づくり」などに寄与されることを議員に期待する
―方、「第二の報削ではない

か」といった厳 しい目で見る市民がいることも事実である。市民からすれば、
原資

は市民の税金であり、使途の透明性を求めている。

他方、散員側からすれば、議員の主体1生や自山な城恕で政治幡動が出来る
ことを

望んでいると思われ、本来自由であるべき政治沼動を阻容することがあ
つてはなら
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ないとも考える。

両者の思いを満足させるには、議員自ら政務測査費の使途基準を明統化し、完全

な情報公開化により、透明性を確保することがより重要であり、引7長は議会や講賞

の自仲性を尊重しながらも、道正な公金支出を審査することが必要である。

なお、今回の監査結果を踏まえ、関係各怖局や交付を受けている各議員は自主的

に検証されるとともに、更なる織論を議会で深め、よリ
ー用市民の信願を抑保され

ることを期待したい。
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5.   月可 紙

交付額支出状況等明細書

誰 員 氏 名
返避対象額
(円)

講求者要求
返出額 (円)

適正な額
( 阿)

返避を勧告
する額 (円)

1 山 田 澄 雅 172,940 ユ72,940 154,190 18,750

2 山田 由 比己 160,960 105,100 105,100 55ン860

益 岡 吉 博 151,200 75,600 75,600 76,600

4 引ヒ山 和 生 98,840 9B,640 9B,640 0

5 黄 木 英 夫 36,000 ユ8,000 18,000 18,000

6 西 尾 彦 和 75,600 37,800 37.800 371800

7 樫 塚 凱
一 194,400 127,200 97,200 97,200

8 土 井 熊 嗣 74,700 67,350 37,350 37,350

9 寺 本 保 英 80,000 80,000 40,000 40,000

10 率 林 宏 政 48,400 48,400 48,400 0

花 谷 昭 典 187,732 118,066 135,618 52,114

12 山 本 入 和 240,000 240,000 240,000 0

合
卒
Ｆ 1,520,572 1,189,096 1,087,898 432,674
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M
鵬員
ほゑ 使 途 内 容

遅避対線頼
て円)

捕求青要求
積 貯ヽ福て口ゝ

頭正 rLA融

(問)

選出 を柳告
芋ム掘 r回ヽ

納  営   の  理   由

①

山
田
避
雄

細韮旅費伊ト 135・440 ユ35,440 135t440 0

樹督掛各景を苫骨予器書暑総暑

の添付は必要がない。また、こ

れ らのfIE拠書類 については、
「政務調査記録解Jを 確認 した

宰塁
｀
り午島船視爆溺解芦暑督暴

く、使途携中に合致したので、
補求人の返避請求を調めない。

二五県舶野市笈通費
(制光行政視察)
【出2ユ▲も,4～】

15,750 15,700 15,760 0

三童県熊野市宿泊費
(観光行政視媒)
【H21.5マ4～】

lS,000 ユS,000 13,000 0

京都府繊部市交通賞
(ク
'ラ
ンド」
'ル
フ増視業)

【121.5,12～】
5,020 5,020 5,020 0

京都府綾部市宿泊賞
(タ
イ
ラント
・ゴルフ揚刊lヨ終)

【は21.SA 12～】
13,000 13,000 13,000 0

二重県尾鷲市交通費
(観光行政祖察)
【H21.7ャ20～】

12,980 12,980 12,980

二宜県尾縛市宿泊費
(観光行政視紫)
m21,7720～】

13,900 13,000 13,000 0

静岡県宙士宙市交通費
(大型酷挫経営視察)
【i昭1▼12,19宇】  _

23,289 23,280 23,280 0

静岡県富士官市宿泊費
(大型路施経常視基)
【H21Ⅲ12,19～】

13,000 13‐000 13,000

和政山八那智勝lll町交通
費 (飢光行政祖果)
【J22.1.10～】

13.400 13,400 ユ3,400 0

和強山県Jll智勝浦町宿泊

賞 (観光行政視舞)
【H22.1,10～】

19,000 19,000 19,000 0

【耐求型山】調査称賞に
ついては、領収翠等の江
拠書類の写しがない。観
光行政視集、グランドゴ

ルフ地視裁等五rLR市政と

問わりのないところへの

侃競で、私的観光の1口苗
が病える。

賞料鵬入賛計 37,500 37.500 18,750 18,750 銀普機については、市民の芦や

政務調査活動の陳、記録用とし

:景母鶴麟轟督g
留垢単甘哲狩あf是晶券戦F論
求人の近温請求の

一部を1 8 め

る。

嫌音機 14‐500 14.500 7,250 7,250

問子辞む z3,000 23.000 ll,300 11‐500

【請求理由】資料購入費
については、政務調査活
動に用いられるより、 日

付の弛員活動に使用され

ると推胡される。

合 計 172,940 172.940 154,100 18,750

柳  告   の  理   的

山
田
由

比
已
玉県川越市宿泊費

骨畳骨脅岳宮苫骨子母骨景岳暑
人の返避前求を船めない。

(まち並み祝宗)
rH21,8.19～】

13,000131000
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【甜求埋曲】
傾収書牛の証拠謝類の与じが
ない。

事務所費計 11と,720 551860 551860 5S,889

政務調主活動以外に私的Fr曲員

活m年 にも使用されていると拙

ぷされるので、 2分 の 1に数分
し、請求人の抵遭船☆を認め

る。

ヨピー機ツース代 111,720 SS,860 55,860 5S,860

【浦求理由】
技分がされていない.
13,96Stt X 9ヶ月=lll′720P3
の1/2返通

160,960 10Sl 100 103.100 55,け60

h
民
私
級
津

世 途 内 容
退還対象頼
r日)

冊求者要求
摘ミけ州 r日ヽ

適正な頼
r口町、

逃避を舶告
対ロス勤g r門ヽ

効  告   の  理  由

③

益

回
古
仰

事務所☆汁 151,200 75,600 75,600 75,600

政務削堂活動以外に私的な鵡員
活動導にも使用されていると推

泌されるので、2分の1に被分
し、前☆人の返通捕求を昭め

る。

コヒ
・―機 ・ポカン'材代 151,200 75,600 75,600 75,600

〔請求理由】
按分がきれていない。
フヒ
=報

1 3 , 6 S O円X 3ヶ力 = 1 0 9 , 2 0 0円

′ヾツコン
S,250円又8夕月正42,000円

合計 151,200円 の1/Z遅道

合 計 iSl,200 7S,600 75,600 75,600

N s
員
え
殻
氏

使 途 内 容
遍選対象額
r円)

謂求守要求
膚ヽ 母ヽ 観 ヤ ロ ヽ

道正な額
r回日ヽ

題選を効竹
ォ ム 箱 r 口 )

制  告   の  理  出

Q

北
山
和
生

7H並林費Pl・ 98,340 98,640 98,640 0

酎暫F券整ぁだ腎警卸輩牲霊語
されているので、特に収収薔の

昼塩醤艶罵畠S,!1品醇とを慾
果、各日的の行政削報を行つて

湿込≧艶肥審議腎毎房増r晶誰
人の返通8青求を船めない。

福岡県ラき出市支過賞
(ダンーンツーリズムと古井
の町並み視紫)
【H21.7.19-】

35,400 35,400 35,400

福岡操うきは市宿泊費
(グツーンツー ツズムと首井
の町並み視親)

【HZlt 7.19～】

13,000 13,000 13,000 0

佐賀県肛内市安過貸
(備前浜宿街並み視祭)
【H21.7.25～】

37,240 37,240 37,240 0

住角県施島市宿泊賞
(俯前浪宿街並み視埠)
【H21.7.25～】

13,000 13,000 13,000 0

福出lF「矢家町文通業 ・宿泊☆

(合併しない貫言、財政朋題

と市民は情爾話)
【H21,2マ2～】

年度離刑 (平成 20年 度)の た

め請求に殻当しない。

誤顕馨彗房経拠書類の写しが

ない。Wr並み整備視舞fよ、私
的触光の側面が規える。

台 計 98.640 98.640 98.640 0

品
員
名
俺
氏

使 途 内 容
返遺対魚椴
〔円)

納求寸要求
授革神糠`円)

適正な糾
イF町)

返紙を初督
キス鯨 r口ゝ

物  告   の  理   由

⑤

荒
本
英
夫

尊秘所披計 36,000 18,000 10,000 13,000

:【豊岳岳阜島含告法‖:艦暑
る。

コピー機リース代 36,000 18,000 18)000 1日,000

【請求理由】

芳t倍品呂号五!i耳指
｀
奎t泣000円の

1/2貿言拭S

合 361000 科8,000 18、000 18,000
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N 9
一月

名
語
氏

使 途 内 容
返還対魚額
(円)

請求者要求
返還栖(円)

洒正な瀬
(円)

返通を効告
する額 (円)

ftJl 告  の  理  由

⑤

西
尾
凄
和

守務所設計 75,600 37,900 37.300 37,800
政務調査活動以外に私的な議員活
動等にも使用されていると推認される
ので、2分の1に按分し、請求人の遅
避請求を詔める。

ヨピー機 ワース代 75,600 37.300 37,800 371800

【賄求理伴|】
按分がされていない。
1 / 2の振操

合 F・ト 75.600 371800 37・日00 37,800

М
員
名
講
氏

使 途 内 容
這遺対綻領
(門)

締求者要求

返巡額 (円)

適正な額

(円)

返通を勧告
寸
マ
る在腐 (円)

勧  告  の  理  由

⑦

樫
塚
飢

】

研究研修費計 60,000 60,000 30,000 30,000

需把讐長揖ねJ造父藩塁書g鑑 暇阜

政にも反映していく会であり、私

的な議員活動以外にも市の政策立

察に寄与されると思われるので、
2分 の 1に接分し、甜求人の返避

講求の一部を認める。

新生衆良研究会会費 60,000 eo,ooo 30,000 30,000

【開求梨山】
新生舞良研究会は、隣接
市政とは関わりがない。

資料作成賞計 134,400 67,200 67.200 67,200

統率樫菅橿盟皆盆零後留官確晶暫

れるので、 2分 の 比に按分し、討
求人の返通硝求を裾める。

パノヨンサース代 134,400 67,200 G7.200 67,200

【請求理由】
接分がきれていない。
1 6 1 8 0 0 円X 8 ヶ月 =

1 3 4 , 4 0 0 円の1 /方区選

△ g t 194,400 127,200 97,200 97,200

М
員
名
母
氏

使 途 内 容
返避対象額
(円)

請求哲要求
返還傾 (円)

摘正な銀
〈円)

返選を制告
する傾 (円)

勧  営   の  理   ‖ 1

③

土
井
府
嗣

研究研憾賞計 50,000 60,000 30,000 30,000
会の趣旨|よ、県の発腔への推唱と

新たな県の角叫進への提育を通じ市

政にも反映していく会であり、私

的な離員活動以外にも、市の政策
立果に行毎されると思われるの

で、 2分 の 1には分し、耐求人の

返還耐求の―市Fを絡める。

新生奈捜研究会会費 60,000 80,000 SO,000 30,000

研廿求理由】
新生奈良研究会は、直接
市政とは関わり/JSない。

容料船入費計 14,700 7,350 7,350
政務測査として市内の道峰や施設

準を把掘 し、関係離舞の審純、陳

情等の現地科H査に必要であるとぷ
めるが、私的な詢員活動にも使用

することが祉泌されるので、2分

の 1に紘分 し、納求人の返遥所求

を認める。

住宅地口 14,700 7,350 7)350 7,350

【捕求利ドキ】
住宅地図については、秩
分がされていない。
1/2の返還

合 調・ 74,700 67‐350 37,350 37,350

N o順
臨

使 途 内 容
返選剤
』
象額
(円)

請求を要求
振出額 (円)

洒工な額
(円)

返選を勧告
する額 (円)

勧  告   の  理   出 |

③

キ
本
保
楽

研究研債賞計 80,000 80,000 40,000 40,000

良研究会会費 60,000 00,000 30,000 30,000 暑骨畳暑を科;景そ骨1骨楊岳宮
率r壕新品協ぜ撤財
返還請求の

…部を秘める。

舞良ヒュ
ーライツ議員回

会費
20,000 20,000 10,000 10,000

この団体について1ま,県 註会の厚

〔暑号3:雪を2堺告楡旨“1岳
邦五をめぎし人雑政策の推述につ

-lS―



【船求理由】
癖F生奈良紛F究会lt、直接市政
とは開わりがない。秦良
ヒューライノ酷員団は、離員
加盟紅縦であるので使途基禅
に合致しない。

とめ、人純文化創造のため、政

党 '会派を超えた湘雌団体、あ
るいは政策研究を深めるための

組織として設立されている。」
としている。 したがつて、2分
の 1に抜分し、討求人の返還耐
求の一部を認める。

品
員
名
競
氏

使 逸 内 さ
還選対熱
鯨で田)

紳求者要求
返運額 (円)

適正な胡
(円)
返還を効告
する額 〈円)

御  行   の  配   的

⑩

基
林
宏
政

調査旅賞計 48,400 48,400 48,400

福岡県うきは市交iTm費
(グリーンツージズムと吉井
の町並み視第)
【H21,7,19～】

35,400 35,400 35,400

調査旅費は、 「政粉調査費の手

引き」の定めにより計算し、支

維されているので、特に領収密
の添付は必要がない。また、こ

れらの証拠需期については、
「政務嗣査記録揮」を弛都した

結果、使途基準に合設 したの

で、謝求人の返避請求を部めな
い .

福岡県うき'ま市宿涌賞
(グリーンシーリズムと吉井
の町並み視崇)
【H21,7.19～】

13,000 13,000 13,000 0

術出県失第町交通費 ・宿泊賛
(合併 しない宣音、財政問Ag
と市民贈情翻8査)

【H21.2.2～】

年度経過 (平成 20年 度)の た

め帥求に滋当しない。

【船求理的】
領収球年の証拠器拙の添付が
ない。

む ユ
ロ 481400 48,400 48,400 0

N 6
員
名
鹸
氏

使 途 内 容
返還対魚
額 (円)

請求普要求
返避額て円)

適正な額
(円)
返選を駒告
する額 (円)

働  告  の  理   由

①

花
谷
昭
Ａ

4JH査
旅☆計 43,400 48,400 48,400 0

調査旅費は、 「政務前筑封の手

引き」の定めにより計算し、文

給されているので、特に領収響
の添付は必要がない。また、こ

れらの証拠書類については、
「政務調査記録貯」を確認した

結果、使途基準と合政 したの

で、拙求人の返還討求を認めな
し`。

福田県うきは市交通費
(グ)― ンツーリズムと吉井
の町並み視難)
〔1121.7,19～】

35,400 35,400 35,400

福岡燥うきは市宿洵費

(グリーンツーリズムと吉井
の町並み視崇)

【H2117.19～】

13,000 13,000 13,000 0

いけ求理由】
収

い

領

な
書等の話拠書類の添付が

事務所賞計 139・332 69,666 87,219 52,114

事務所貿借料

【脚Ht理由】
按分がされていない。

(4月～ 9月分)
10,052円X6ヶ月ヨ 60,312円

(12月分)15,000岡

(1月～3月分)
10,000円X3ヶ月分=30,000円

合計105,312円の1/2近地

105,312 52,656 70,208 35,104

住居から独立した事務所である
ことから、他の目的に使用され
る頻度が少ないので、 3分の2

に接分し、甜求者の近選臓求の
一部を認める。 2ヶ月分l■、後

械会事務煎などに使用し、支払
いを受けていないので、除外じ

た。

ヨビー機ツース代
【捕求理「1】

離分がされていない。
(1月～ 3月 分)
11,340円X3ヶ 月=34,020円 の

1/2の返選

34,020 17,010 17,010 17,010

政務調査活動以外に私的な敵貝

習靴老
tテ出揮
蛍
努あ
｀
P虐努雰

し、F骨求人の返避紳求を認め

る。

合
ａ
Ｆ

187,732 118,066 135,618 52,114
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胤
月

ゑ

識

氏
使 盗 内 容

返出対虫頼
(円)

覗求干JALx

村ゴヽ野盟ヤロヽ
週正な栖
(円)
返還を勧告
する編 (円)

効  告   の  埋   山

⑭

山
本
久
和

調査旅費計 240,000 240,000 240,900 0

茨城県笠岡市交通貨
(ネギ育成・販売の視舞)
IH21=4,9～】

32,160 32,160 32,160 9

翠寄電督特 定 路 蜜Fヂ 鉾舞
し、支給されているので、特
に領収容 の踊付は必要がな
い。また、これ らの証拠普期

については、 「政務制埜記録

盤た魯輩琶ヤ登窮炎
｀
,優輩賛

の視察においては、翌 日の視
鎖等があったので、前求人の

返還請求を認めない。

済城熙封新輌静印車
…

(ネギ育成.販売の視察)
rHZl.4,9-】

13,000 IS,009 13,000 0

済村真穏古市交通要
……

(カロエ町某の製造口販売
の視察〉
【1217,22～】

17,940 17,940 17,940 0

は尉熙栖廿市宿泊賢
…

(カロエ野菜の製造.賊死
の視祭)
【H717,22～】_____

131000 la,ooo 13,000 0

福岡県朝倉市交通費
(ネギ育成,販売の視然)
【H21.8=S～】_____

30,880 30,880 30,880 0

福両原柄否市宿泊費
(ネギ育成.肛充の税崇)
rH21.3.5-】

13)000 13)000 13,000 0

愛知県弥宙市交通費
(ネギ育成.版苑の帆察)
r H 2 1 . 9 . 1 ～】

7,780 7,780 7,780 0

愛A43県弥常市宿ね貴
(ネギ育成1販売の視集)
【H21.9. I ハウ】      _

13,000 13,000 13,000 0

岐軍県可】市東題頭
~~

(ネギ育成,版死の視祭)
rH21.9.4-】

10.440 10,440 10,440 0

暖戦 村児村榔 野
……

(ネギ育成,販売の視崇〉
m21,9,4～】

13,000 13コ000 13,000 0

将器居品X甘 南技通軍
'

(ネギ育成A販売の祝祭)
【“121.10.,12-】

79)860 79,860 79,8S0 0

甘林県」A人甲田宿消賢
(ネギ育成=順死の視衆)
「H,1 10、 12-】

13,000 13,000 131000 0

愛知県名fr_市交通賞
(カロエLTa業の製造.ltX売
の視紫)

基撒 郷 鏑 7首対
…

0日工野菜の製造,販売
の視舞)
IH21.11.12ハヤ】

8,200 8)200 8)200 0

13,000 131000 13,000

調軽金額上限240,000円
しか前求できないので

ど、3呂,260 Z 3ゝ8,260

【硝求理由】領収容等
の証拠書類の添付がな
い。愛知県、岐早県ほ

距離的に日帰りができ
る。

合 計 240,000 240,000 240,000

… 17-




